
第８回 球磨川下流域環境デザイン検討委員会

萩原堤防のデザインについて
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都市公園移動円滑化規準

園路

階段

傾斜路

出典）都市公園の移動等円滑化整備ガイドライン【改訂版】（H24.3）国土交通省
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九州地方整備局「土木工事設計要領」
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九州地方整備局「土木工事設計要領」



4

石の積み方、天端処理の種類

出典：「河川の景観形成に資する石積み構造物の整備に関する資料
（平成18 年8 月）国土交通省河川局河川環境課」
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石の積み方、天端処理の実態

出典：「河川の景観形成に資する石積み構造物の整備に関する資料
（平成18 年8 月）国土交通省河川局河川環境課」
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既存の護岸デザイン

• 江戸時代の石はねは、乱積み（野面積み）で、石灰石、堆積岩（砂岩系）にて構成され
ている。

• 現在の石はねは、間知石谷積み、巻天端仕上げで、堆積岩（砂岩系）にて構成されて
いる。

球磨川下流の旧低水護岸（金剛橋付近・右岸） 萩原堤防の石はね（大ハネ）



既存の材料

材料 使用箇所 特徴 写真

石灰岩
八代城石垣
旧前川堰

表面に凹凸があるため、立体感がある。石を切り出した当初は、
明度は高いが、徐々に低くなっていく。周囲の景観と比較的なじ
みやすい。ただし、石灰岩については、現在は八代周辺での調
達先がないので、護岸の材料として使用するのは難しい。

砂岩系
（天草産）

干拓堤防
郡築水門群
旧球磨川護岸

表面に凹凸があるため、立体感がある。この地域特有の明るい
茶色が混在しており、明度、彩度ともに高いが、比較的周辺環境
になじみやすい色合いである。
天草の松島付近で採取されていた合津石と呼ばれる石であり、

現在では採取されていない。
同じ天草の砂岩では、下浦（旧本渡市）や御所浦では現在でも

採取されており調達が可能であり、護岸の材料として使用できる
可能性が高い。

玉石
（河床材料）

球磨川中流護岸

表面に凹凸があるため、立体感がある。明度、彩度ともに低い
ため、周辺の環境になじみやすい。ただし、流速が早いところで
使用する場合、崩れる可能性があるので、玉石の裏にコンクリー
トでしっかり練積みを施す必要がある。
調達先としては、球磨川周辺で入手できると考えられる。

コンクリート
二次製品

通常のコンクリートブロック（明度が10に近い）では周辺との調
和もとれにくく、表面に凹凸もないため、自然的な陰影が出ない。
周辺の景観を考えた明度のコンクリートを使用することが重要

である。
経年的には明度も低くなると考えられる。
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 左岸側豊原河川公園にある階段護岸は、階段の踏み幅が狭く、ボートの上げ
下ろしや乗り降りに使いづらい。

種類 長さ 幅 全幅 深さ

男子シングルスカル 7.900m 0.270m 0.420m 0.162m

男子ダブルスカル 9.400m 0.330m 0.445m 0.201m

男子舵手付クオドルプル 12.800m 0.480m 0.510m 0.250m

男子舵手付フォア 12.800m 0.480m 0.510m 0.250m

 規格艇基準値（日本ボート協会）
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既存のボート乗降場所の状況

豊原河川公園の護岸 高校ボート部（球磨川）


